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目 的 

 アユ養殖における異型細胞性鰓病（ACGD）は，細菌

性冷水病と同様に大きな魚病被害を生じさせている。

しかし，発症メカニズムの解明や予防方法の確立には

未だに至っていない。そこで，ACGD の主因として疑

われるアユポックスウイルス（PaPV）に注目し，養魚

場における PaPV の保菌状況および ACGD の発症状況

をモニタリングすることで，PaPV の保菌と ACGD の

発症との関連性を調査した。 

 

材料および方法 

調査群 県内の A 養魚場で飼育されていた 3 飼育群

をモニタリング対象とし，それぞれ A 群，B 群および

C 群とした。A 群と B 群は 2019 年 4 月 23 日に，C 群

は 5 月 15 日に栃木県漁業協同組合連合会の種苗セン

ターで生産された種苗を池入れした（表 1）。なお，池

入れ時の平均魚体重は A 群 2.1g，B 群 2.1g および C

群 5.2g であった。 

調査期間 2019 年 4 月から 8 月 

調査方法 PaPV の検出方法は，前掲課題と同様の

PCR 法とした。1) 各飼育群からランダムに取り上げ

た 30 尾を 6 尾 1 ロットとして調査した。ACGD の発

症は，生産者が発症したと認めた個体を 10%中性ホ

ルマリンで固定し，日本獣医生命科学大学に送付し，

鰓組織の病理組織学的観察により ACGD の発症の有

無を判断した。 

 

結果および考察 

PaPV の保菌状況 調査結果を表 2 から 4 に示す。初

めて PaPV の陽性が確認された日は，A 群と B 群で 5

月 13 日，C 群で 6 月 17 日であった。その後，PaPV の

陽性は各群ともに断続的に続き，調査を終了した 8 月

19 日まで陽性であった。 

ACGD の発症 A 群および B 群では，6 月 14 日に生

産者が異状遊泳等の変化に気付き，異状個体の鰓をウ

ェットマウント法により検鏡したところ，二次鰓弁に

動脈瘤が散見された。その後，6 月 17 日に死亡が始ま

り，生産者は餌止めの後，治療のため塩水浴と酸素供

給を行った。 

 また，B 群の病魚鰓の病理組織学的な観察の結果，

鰓弁の棍棒化や大型異型細胞の形成が認められた（図

1）。このことから，ACGD が発症したものと考えられ

る。 

 PaPV の保菌と ACGD の発症には密接な関係が知ら

れているが，養魚場におけるその関係性は未だに不明

である。2) C 群では，PaPV を 1 ヶ月近く保菌していた

にもかかわらず ACGD の発症は確認できなかった。今

後も両者の関係と PaPV の感染源の特定のため，養殖

場におけるモニタリングが重要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象群 池入日 魚体重(g)

A 4月23日 150,000 2.1

B 4月23日 150,000 2.1

C 5月15日 56,000 5.2

池入尾数

陽性
ロット数

/
検査
ロット数

4 月 26 日 1.8 0 / 6
5 月 13 日 2.6 6 / 6
5 月 20 日 3.1 1 / 6
5 月 27 日 2.8 0 / 6
6 月 3 日 3.1 6 / 6
6 月 10 日 4.1 6 / 6
6 月 17 日 2.9 6 / 6
6 月 24 日 2.5 6 / 6
7 月 1 日 3.7 2 / 6
7 月 8 日 4.1 1 / 6
7 月 16 日 5.9 2 / 6
7 月 22 日 6.1 1 / 6
7 月 30 日 6.7 1 / 6
8 月 5 日 7.1 1 / 6
8 月 12 日 7.2 0 / 6
8 月 19 日 6.7 1 / 6

サンプリング日 魚体重(g)

表 1 調査対照群 

表 2 A 群における PaPV の保菌状況 
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陽性
ロット数

/
検査
ロット数

4 月 26 日 2.1 0 / 6
5 月 13 日 2.6 4 / 6
5 月 20 日 3.4 0 / 6
5 月 27 日 2.8 0 / 6
6 月 3 日 3.7 1 / 6
6 月 10 日 4.9 6 / 6
6 月 14 日 5.0 6 / 6
6 月 17 日 3.4 6 / 6
6 月 24 日 3.6 6 / 6
7 月 1 日 4.0 1 / 6
7 月 8 日 5.5 0 / 6

サンプリング日 魚体重(g)

陽性
ロット数

/
検査
ロット数

5 月 30 日 8.2 0 / 6
6 月 3 日 7.3 0 / 6
6 月 7 日 8.4 0 / 6
6 月 10 日 10.1 0 / 6
6 月 14 日 12.3 0 / 6
6 月 17 日 9.0 4 / 6
6 月 21 日 11.1 6 / 6
6 月 24 日 10.6 6 / 6
6 月 28 日 9.7 6 / 6
7 月 1 日 10.4 6 / 6
7 月 5 日 11.1 6 / 6
7 月 8 日 12.5 5 / 6
7 月 12 日 14.1 4 / 6
7 月 16 日 15.2 0 / 6

サンプリング日 魚体重(g)

表 3 B 群における PaPV の保菌状況 

表 4 C 群における PaPV の保菌状況 

図 1 B 群発症魚の鰓（H＆E 染色） 

異型細胞の出現に伴う鰓薄板の癒合および鰓弁の

棍棒化が観察された。Bar＝50μm 


